
 

 

ディジーズモンガリング  

 前回は五月病の話から、「正式な病名ではなくても、心身の不調を早期にみつけるきっか

けづくりになる」というお話しをしました。うつ病という病名がこれだけ認知される以前の

社会では、うつ病の患者さんが専門医のところに行かれるのは重症化してからのことが多か

ったようです。これには、うつ病に罹患される人たちが、真面目で周囲に気を遣われる方、

責任感が強く自責の念を抱きやすい方、我慢強い方という性格傾向も、受診が遅れてしまう

理由に関係していたかもしれません。現在では「うつは心の風邪」と言われるように、誰も

が罹り得る疾患として、わりと気軽にメンタルクリニックを受診されるようになっていま

す。インターネット上でも、簡易的なアンケートで『うつ』のチェックができたり、家族や

友人との会話でも「うつっぽい」という言葉がスッと出てきたりもします。かつてのように

重症化する前に、軽症段階で医師の診察を受けられることで早期発見早期治療が実現するよ

うになったことは良いことだと思います。なにごとも敷居を下げたり、間口を広げておくこ

とは、たくさんの人の治療や予防、問題の解決につながりますね。 

 

ただし、その一方で別の問題も生じています。確かに『うつ病』を重たい病気と受け止め

すぎると「私はそこまでではない」と思われ、受診を遅らせてしまいますが、『うつ病』は

風邪のようなものだからと軽く考え過ぎることも心配です。そもそもどんな状態、症状が

『うつ病』なのかが不明瞭になってきています。専門医が診てきた従来の『うつ病』の診断

基準や治療方法ですと、本来は当てはまらない患者さんが、現在では『うつ病』として抗う

つ薬治療が開始されているケースも少なくありません。もちろん、良くなる人はあります。

しかし、あまり良くならず、お薬ばかりが増えて受診前よりも症状が重たくなられる人もお

見かけします。一概には言えませんが、患者さんたちそれぞれに、いろいろな要因があり、

『うつ』の状態になられているではないでしょうか。その中には従来型の『うつ病』の方も

いらっしゃれば、環境の変化についていけず一時的に不安定になられている人、何かを喪失

されたことで気持ちが沈まれている人、人に言えない問題を抱えておられることが苦しくて

弱っている人など、『うつ』状態にも様々な理由があったりします。 

 

かつて私が尊敬していたお医者さんたちは、患者さんのお話しをじっくり聴かれて、とき

には職場の人の意見や、ご家族からも様子をうかがって、その人の『うつ』の症状をひとつ

ずつ『了解』していかれました。「なるほど、それは落ち込みますね」「それは独りで抱えた

ら苦しい」などと、主治医が『うつ』にならなければならなかった患者さんなりの理由を理

解しようと努めるだけで、患者さんが楽になられる場面に、私は研修時代にたくさん陪席

（診察に同席させていただくこと）させていただきました。残念ながら、そんな風に一人一

人に丁寧に時間をかけておられる医療機関は、今の時代では、つぶれてしまうかもしれませ

ん。 

 

私が研修を受けたクリニックでは、そのためにカウンセラーが居ました。お薬を出す必要

のない患者さんたちのなかで、『うつ』からその人を解き明かすように、じっくりと対話を

するという『治療』をお医者さんが選択されたとき、私たちカウンセラーが紹介されていま

した。だから、初診から病名がついてお薬がたくさん出される治療が当たり前のような医療

 



 

 

機関をみかけると、私は困惑が半分、時代に適応しなくてはという思いが半分の状態でいま

す。 

若い方と話をしていると、ドラマやアニメ、映画などのあらすじだけを切り抜いて観られ

るYouTube 動画が人気であることがわかります。音楽もサビだけでいいとか、とにかく早

くてわかりやすいものが良いという人に出会います。 

その人の身体や心の成長を案じて、診断を慎重にされるお医者さんや、お薬をすぐに出して

くれないお医者さんのことを「役に立たない」と見切ってしまい、スマホでみつけた、即日

診断、投薬をしてくれるという便利で有名なクリニックに替える人もあります。 

医療現場のカウンセラーは、患者さんのさまざまな『症状』を通して、その人のこころの在

り様と歴史、そして、これからの未来を描くための『語り合い』をしていくことになるので

すが、このような、とにかく早くてわかりやすいものが良いという人との対話からは『症

状』だけしか語られないことが普通です。ただ、私はそのような人から安易に『症状』を奪

っていけないとも考えています。『症状』の奥にあるものに触れられることに耐えられない

人や、じっくりと意味を深めてわかっていくための力が育っていない人たちは、ある意味

『症状』に守られているように思います。 

 

その症状とは『うつ』だけではなく、『発達障害』『HSP』『摂食障害』など年々バリエー

ションが増えているとも感じます。もちろん、通常の治療が適切に功を奏す人のほうが多い

と思うのですが、一定数の割合で、同じラベルが貼られているのに中身が異なるという感じ

がするのです。あくまで私の個人的な経験と感覚ですので、わかりづらかったらごめんなさ

い。医療機関の敷居が下がることで、または、専門用語が広く社会に認知されることで、救

われる人が増えていく一方で、新しい迷路に入り込んで彷徨ってしまわれる人たちがいるこ

とも考えなくてなりません。 

 

『ディジーズモンガリング』とは、製薬会社などの宣伝によって特定の病気の知名度と治

療法が社会的に広まることを言います。このことに悪意や敵意を感じておられる専門家は

「売り上げのため」という視点から批判します。 

早期発見早期治療という意味では、社会全体から『症状』が病気として大切に扱われるこ

とで、患者さんはもちろん、私も仕事がしやすくなって助けられたりもしますし、逆に、本

来は必要がなかったかも知れない人まで悩ませたり、混乱させてしまう手助けをしてしまっ

ていることもあるのではと思っています。かなり悩ましい課題ですが、やはり、ひとりひと

りと向き合って、丁寧に語り合っていくしかないと信じて肚をくくっています。 
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